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人工内耳と両耳情報処理へのより深い理解のために

人工ニューラルネットワークで紐解く聴覚システム

どんな研究
従来、人の獲得した聴覚特性そのものについては多く語られてきました。しかしその特性がどのような入力と
学習を介して獲得されたのかという問題に直接取り組むのは非常に困難です。そこで本展示では、 臨床的・学
術的な側面の問題に人工ニューラルネットワークを用いて取り組み、それぞれ新たな知見が得られました。

どこが凄い

①人工内耳を装用した難聴者はピッチ知覚が苦手と言われていますが、人工内耳信号の中にある程度十分なピッ
チ情報が含まれていることを発見し、主に生理学的な要因に起因することを明らかにしました。②自然音を認
識するように訓練した人工ニューラルネットワークの中身を調べたところ、生物の聴覚系にみられるものと同
等の両耳情報処理特性を示す素子（ニューロン）が発現することを発見しました。

めざす未来
人工内耳装用後も適切なリハビリテーションによって、静音環境下であれば健常者と大差ないピッチ知覚を獲
得出来るようになるかもしれません。また、聴覚神経系に合致した聴覚情報処理技術をより高度にしていくこ
とで、人らしい振る舞いをするAI技術や人工内耳のような装置の更なる発展をめざします。
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